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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

合計 0.10 2,969 3,185 2,974

食と農業農村振興審議会経費
県が実施する施策の進捗状況の確認と施策の展開方向への意見
聴取を行うため、審議会を1回開催するとともに、計画冊子を作成
する

0.10 2,969 3,185 2,974

No 細事業名 30年度　実施内容
職員数 29年度 30年度

（人） （当初） （要求） （予算案）

予算要求からの主な変更点 第３期食と農業農村振興計画の冊子配付数を見直し、印刷製本費を減額

3,765

成果指標
設定理由

①審議会における検討にあたり、地域の実情を捉えた幅広い意見を反映させるため、県下10広域で開催する地区部会の開催数を成果指標
とした。

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 791 2,374 791 791

 概算事業費（B（A）+C） 1,770 5,343 3,976

0.10 0.10

 決　　算　　額（B） 979

概　算
人　件

費

 職員数（人） 0.10 0.30

　その他 0 0 0 0

　県　債Aの
財源

　一般財源 1,222 2,969 3,185 2,974

　国庫支出金

合計（A) 1,222 2,969 3,185 2,974
①

10地区の現状を翌年度の施策
展開に反映するための地区部
会の開催数

10回 20回 10回

当初予算 1,222 2,969 3,185 2,974 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 28年度末

29年度末
（見込）

30年度
予
算
額

前年度繰越

補正予算

目指す姿

　農業者が夢に向かって農業に取り組み、多くの人々が本県の農村で暮らし続けたいと感じる農業・農村の実現に向け、県が実施する食と農
業及び農村の振興に関する施策の実施状況等について、「長野県食と農業農村振興審議会」から意見を聴取する。また、「第３期長野県食と
農業農村振興計画」(計画期間:H30～34)策定後に生じた社会・経済状況の変化などを踏まえ、新たな課題に対応した見直しを行う。

（主な実施内容：長野県食と農業農村振興審議会の開催　など　　　）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 28年度 29年度 30要求 30予算案 指標及びその達成状況

現状
(予算編成時)

　農業・農村においては、農業が抱える農業者の高齢化、国際化の進展、農家所得の低下などへの課題
と、農村が抱えるコミュニティ機能の低下、忘れ去られつつある農村文化、自然・環境の劣化などへの課
題が顕在化し、取り巻く環境は急速に変化している。

30年度予算額 2,974 千円

職員数 0.10 人

nosei@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進

事　業　名 食と農業農村振興審議会経費
部局 農政部 課・室 農業政策課

実施期間 H18 E-mail

事業番号 09 01 01 事業改善シート （30年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

監査 

決算特別委員会 

県民協働による事業改善 
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

09 01 01

28年度 29年度

食と農業農村振興審議会経費 食と農業農村振興審議会経費
直
接

県が実施する施策の進捗状況の確認と施策の展開方向
への意見聴取を行うため、審議会を1回開催するとと
もに、計画冊子を作成する

1,222 2,969 3,185 09-01-01

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1,222 2,969 3,185 0 0 0合　　　　計

主な点検
区分結果

1

30年度 県民協働事業改善
備　考
(H29事業
番号)当初

(千円)
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

実施
年度

農業政策課
■当初要求　　□当初予算案

□補正予算案　□点検

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定） 30年度　実施内容（実績）
30年度
実施
状況

事業番号
事　業　名 食と農業農村振興審議会経費 部局 農政部 課・室


